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月の｣

前回には月面全体をみわたしてその歴史を巷ぐる

いわぱ巨視的な見かたでの地質調査と鋤吏の区分につ

いてのべた.しかし月繭の地質調査はそれだけが

すべてではないのである垂こんどは実際紀月面に着

陸して月面の物質(岩宥)がどんな構造をなし蜜淀

どんな化学組成をもっているかを直接調べることが

ひじょうに重要になってくる,この調査紀よりて月

の岩石沸地球上のどんな磐石と似ておりどこかち添っ

ているのかというζあ中月颪鷲⑳岩宥⑳生成状態や条

件なぜがわかり月の構造締おいたぢを慮擦慈ぐる尋淋

かりか袴られるのである.そこでつぎ忙凋面物質の

正体について最近の月面探査体のあげた成果を中心に

のべてみることにしょう軸

7.凋繭物質の状態に軌呪のいま泰鷲⑳誇兎

月面物質の状態や組成についてはソ営還トのルナ9

曲王3号の軟着陸による写真撮影を調査やアメジカのサ

ｰベイヤｰ1～嘗号の写真撮驚と各種調査によってか

なりくわしいことがわかりてきた帝それについてこれ

地

②

質学

小森掻蛍

からくわしくのべるわけである秘その前にいま塞で

の各種の観測紀よりてどのくらいのことがわかってい

花のか漢花婆んな考え淋なきれてい花のかということ

虹ついて少しふれておくことにしたいヨ

凄ず表繭の状態紀ついてであるが肩繭を望遼鏡で観

察するといるいるな地形や構造かみられるこ教緑周

釦のをおりである苗しかし望遠鏡の分解能絶は隈度

が齢るので譲蘭の微綱な構猪を読みあることはできな

い串≡そζで各穣の物理的健質をしら戎て表薗の状

態を艦定する慧登が潟こな細れてきた描

その第一は肩蘭の反射党の特徴である芭月の光は

満月のを爵最も明るくその前後では急紀弱くなる｡

上弦｡下弦の&薄の月の明る春は溝月の詮蓄⑳準分で

はなくてわずか1α五分の王紀すぎない⑳である硅漢

た月繭の反射洗紀は周迦滅洗かない鶉周辺滅光をい

うのはなめらかな球繭慰洗があたったと慧球面の申

央部躯最もよく洗算縁辺部淋暗くなる現象である理

これほ光の反射の法則からいってごく当然のことであ

る自をこるか満月のと誉⑳凋面をみるとどこも一

様の明る密紀輝やいているので鉦る(篤ヱ関)畦

窓らに月蘭の反射兜は一部偏洗してい篭ζを

鳶掬られてい蕃淋その度禽は溝凋のと誉ぜ災

で上骸1下骸のとき最大悠な蕃こ肋蜘か濃

ている由ζれ塗の奇妙な性質は何をあらわし

ているのである簑か冊

溝月の登き周遡滅光秘ないという事案は入

射レて巷花太陽光線瀞月繭⑳ぜの部分でも太

陽の方肉紀送り返されるこあを意蛛しこ⑳麦

争な反射がおこるのはひじょラ紀凹凸のはげ

しいごつごつした表面でなければならないの

であ駅迂のぷうな蓑面は勿ヲ薫(鉱緯)

や漆岩沸の表繭のような多孔質の岩看の表繭

が鍛も適している､蜜た満凋の前後に急激

紀明鳶春秘滅る現象も多孔質の表圃でないと

説朗か顕難で務る申それは多孔質の砦石の

表蔵慰観測者の方向から光秘入りた&巷は(つ

漢蔓満凋の状態の些巷は)孔紀入った光は孔

の底で反射窓れてその蜜刻おてくるので全体

が鯛葛く昆爽るごとになる串しかし光の入

第ヱ図満月の写真摘月は肩の金臓秘舳繊ζか湯坤いてお堕

燭遡減洗秘触1�
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つぎに月面の熱伝導度の測定があ蕃宙月繭細らく

る熱は太陽光の熱をその蜜蜜反射するものの縁か紀

月面紀一度吸収書れ花熱が放出されるもの(潟自身の熱

放射といってもよい)カ雲ある曲この月面の熱放射は

大望遠鏡に鋭敏な熱竃対をとりつけて測定し淀資電波

望遠鏡を用いて測定し花りするのであるが籔～五〃と

エ～亙事000醐鋤の波長の放射(赤外線や電波)は刀自身

の熱放敏でありしかも地球の大気をよく通過するので

観測することかで著る曲とくぬ五～互望000卿鰯の長い

ほうの波長の放射は月面の最上層からのものではなく

少し下層の部分から発するも⑭である花めある深さ豪

での表圃物質の熱伝導率赫細かるのである自これ虹よ

ると月繭の少なくとも数雌泌くらいの厚害の物質の

熱伝導率は書細めて低くふつうの圏体の億よりもはる

かに小さい封この事実は月面の表層カ茎こ凄かい粉

末ないしは砂つ漆状のものの層であるかないしは多孔

質状の溶岩のよ夢な物質であるぷ誇えるとつざ費沸よい

こをを添している苗

このほかにも月の表面の状態を細るための物理的観

測の例はいくつもある添いずれもほおんど一致して

多孔質状のざらざらの表面であるという結論を碍てい

る｡このよ簑紀月の表面の状態ぽついて地球上か

らの観測だけからもかなり擁からしいこ麦がわかって

いたのである｡そこで上紀のべ花多孔質状のざらざ

らし衣表面か葛うしてできたのかつ繋りそれは本当ぬ

多孔質溶岩の表繭なのかまたぱ微粒予の集積し花層の

表繭なのかといっ花こと淋書かん紀議論慈れた画ζ

の点忙っいてこれ凄で紀あらわれ恕議論のうちで注目

を集めたものを紹介して為くこと紀しよ簑苗

月面のクk一タｰの申に火山起源のものがあるとすれ'

ば溶砦や火山灰も存在するで勅る夢苗しかしそれだ

げではなく月面ぽは字宙空閲から液免ず膿石や宇宙塵

がとびこんでくることも事実である,微綱な字宙塵は

そのま凄堆積していくである簑か大巷な隈看は凹孔を

うカミって被砕片が四方にとぴ散り堆横する.ζのよ

うにして月面にはある厚さの微粒子(粉末ないし砂粒)

の層添海ると考える幸この微粒予は粒が細かくなる

につれて重カよ算も粒子壕うしの付溝カが大慧くな夢

塔のように積み璽なり花り,樹枝状紀つながっ淀りして

あたかも多孔質状の軽宥のよ夢な構造随なるのである抽

この構造は峨2年にばじめてアメリカのB.ノ㌔プケ

(Hapk6)1はって実験的につくられ｢おとぎの城構造

(鮎ΨεaS由談醐Ct岨e)｣とよばれた(第蟻図).ノ･プ

ケの実験ではこのような構造をつくる粒子は粒径15μ

以下の微粉でなければならなかっ淀が月面でほ重カカ茎

地球上の6分の五でしかも高度の真空状態なのでも

っと大きな粒予でもこのような構造になることポ考えら

れる苗実際ζのような構造は月面の光の反射の特異

性をよく示すζとカミ実験的にもわかったのでひじょう

に注冒され淀のである.実際の月面がは花してこの

ような構造なのかどうかはあとでもう一度論ずること

にしたい｡

もう一つこのような｢おあぎの蛾構造Jとならんで

はひむふうぽゆっくりしたものではある添長いあい

だには芯んだん低いところに移動しそこに堆積した.

とくに海の飽載はゴｰル浮1はれぱ溶岩添あるのでは

なく厚いチジの属か危襲っているとζろであってそ

の摩蜜は数妊搬1ζたっするところもあると考完た､し

かもそのチリはフカフ勿の状態で宇宙船が着陵して

も支えるζ&がで慧ずずぶずぷともぐ棚てし裏うであ

る簿とと校吏於曲

このゴｰルドの説はをな克られた当時からずい漆ん

反論秘あった添繍局ルナ壌号以降の軟着陸による観測

で完金陵否定慈れる繕果となってし凄った｡

月繭の状態はついてはこれらのほかにもいろいろな

考吏秘ありた&く熔物理的観測から多孔質状であ

る&考えられるとこるから多孔質溶砦の表面がその濠�
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まあらわれているのだと考免ていた人も多かったし

ソビエトのV.シャロノフとN.シチンスカヤは表面

はスラッグ(鉱津)状の物質だと主張していた由彼ら

は月繭に隈看が衝突した時地殻が一時駒紀ひむ災う

に高温陪な9溶融蒸発してスラッグ状紀なるもの坐考

え花ので酷る.これら講冷の考免は対じて月繭に軟

着陸した探査体淡決定的な結論を下し免をいう捌責で

はないかがなり確からしい証拠を碍淀ごをは議案であ

る.ぞ棚こついては後陵くわしくの戎るζ坐熔する由

8.月圃物質⑳縄戒について⑳い楽畿で⑳脅蒐

さてつぎに月面物質秘どのよ資な維成(化学組成)

をもっているかということ紀ついて従来&な走られて

いた考克を一べつしておくこと随し養う曲

月面を望遠鏡で観察するか月面写真をな秘めてみる

と明るさのいちじるしくちがう壌つの地域秘すぐ認め

られる.すなわち陸と海の区別で彩る書いう巌でも

なく陸の地域はひじよう紀甥るく輝や書海の飽載は

暗黒である.このことから陵を海では物質の組成が

ち秘うのではないがということがすぐ考え婆れる珀

月面は太陽光を反射してかがやく勅けであるからそ

の明るさの度合はギ反鋭能(アルペドｰ)Jであらわされ

る､月面の各地点でのアルベドｰを錦五表に示してあ

るが実は月はみかけはかなり闘るいように見えるけれ

ども反射能は意外紀低く太陽系の天体の中では最も

悪いものの五つである岳その平均値は約7%にすぎな

い.この事実は何を鴬瞭するのであろうか.

月面の各地点でのアルペドｰと比較するために地球

上のいろいろな物質(岩石)のアルベドｰを実験的熔求

め為ことか行なわれ淀､そのおもなものの一らん表を

錦蒙表に爺しておく封

この爾者を脱較することによってわれわれは地球

上のいくつかの火凶岩の値が月のいくつかの地域のも

の終似ているζ詮がわかるのである血たと免ば月面

の最も明るい地域は玄満岩と石質隙石申くらいの明る

さの地域は菅蹴蜥池聰糀ある種の黒いを雌火山灰

スヲ貿グなど最も暗い飽滅は玄斌砦溶砦暗黒の火山

灰と渓ヲツグ鰻石の溶融殻などのアルペドｰをそれぞ

れあらわしているといっ花ぐあいである由

もぢろん月と地球の岩肩のアノンベヂｰの単なる類似

性芯げでは月紀実さいどんな種類の岩肴があるのか決

定するのは不中分なご&で彪る｡なぜならぱアル

ベ芦一の償添ほとんど同むでも地質学蜘副雄ったく

捌個の性質をもっ花物質(砦石)もあるからである甜

たと克ば地球上の物質で最も暗いアルベドｰを赤すチ

ヱルノｰゼム(羅土)は暗いからといって月の海に

存在することはちょっと考えられない｡

月と飽球上の物質のアルベドｰの比較で間題になるの

は最も明るい地域で慈免平均して玄武岩あか宥質隈

看の償しか添さ准いことで勅るヰ実はサｰベイヤｰ

§～?勢の調査で月の海の岩宥憾玄蔵砦想登い雪こと

がかな鄭はっ巷りわがりて蓬ているので月の最も鯛

るい地繊を代表する鰺の銘蛾ポどんな岩石からなって

いるかが犬慧な閥題にな葛のでおる百

かつて幽遂隼紀アメリ吻の鈍質学着工災パｰ(SP嚥)

は月繭の陸のような明るい鋤域をおおう物質は花

こ簑岩のような酸性砦で齢るとしてこれを｢ルナラ

イ〕(玉篶蝸搬峠月王篶醜と流紋砦畑納舵の合成語)

とよぴ海のような暗い地域をおお雪物質ほ玄斌岩

のような塩墓性岩であるとしてこれを㌘ルナベｰ刈

(王繊舶餐総鰐月至醐覆と塩基性砦b鍋ite鐵滋銚節&魯の

含成語)とよんだ

スパｰのこのような考克方は一見がなり合灘的にみ

えるし地球の地殻構造とう蛮く対応きせ轡れるので

かつてはこのような誇免を支持する人もたくさんいた

わが国でも窟本正太郎(京大花山天文育)らは玄武�
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策婁爽地球上の物質のアルペドｰ
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岩マグマの緕晶分化作用を根拠にして同じような考克

を熱心に主張した･しかしこの考え方も今日の飾

識からすればいろいろと問題が多い市とくに海の地

域1誠玄識岩質湾あるζ鉦はほぼ閥魑ない挫じても陵⑳

地蔵淋施ζ夢岩質⑳酸性砦植紬篶慧畿は今濠鷲は認

めない火繍多いので潜蕃｡

もし灼紅似功よう紀凋の駿の部分勿糀慧簑砦⑳

ぷうな酸陛砦想&索るお花濠爽は上熔⑳滅祥アル減将

一の低蜜(月の陵の地繊は滋城砦か腐質隈宥のそ杓陸相

1当する)は濠夢説窮篶稔蓉勘瞭る夢か由集はζ勅

についてはヱ勿の逃げ遣秘勅湯唾彩舵は凋爾陪は

大気秘ないの漕穣海の赦射線然錐⑳蜜蜜肋舵表爾の

砦有終勅花篇珀何万隼1柵騰集批功長い時閲紀杓だ

ってこのような状態湯め劣くを砦宥は変質しで亀秘黒

くな四ていく&いうのである曲実さい似たようなこ

あは集験塞内ですで紀確かめられておりたぷ免ば

透明な水縞紀畏時間x線を照射すると黒ずんでくるこ

&然釦られているのである靱しかしたをえζのよう

な現象が実慈いにあったをしても陸の地域が酸性岩で

あるをいう意屍紀はいろいろな面から閥題かあるので

ある苗最近ではむしる肩の陸はかんらん岩ないし.

は看質腹石の変資な趨塩基性砦からなっているという意

屍も茜り談花慾れをうらづげるよ夢な観測緒果害えあ

るので蕗鳶苗ζのζとは月の地殻構造やマグマの

発生1携化の間題&も深いつながりをもりているので

のちぽ望蜜花くわしくとりあげることにしたいと恩う.

蟹串燭繭探麓体の軟潜睦はよる周面一⑳状態の観測

慈てい漢蜜で長省と月面の状態と化学組成に関す

るζれ蜜での考え紀ついてのべて書たかζのよ祭ない

ろいるな考克や観測悠よる推定などはどのくらい事実

と合致していたであるうか.1966年いらいいくつも

打上げられ月面軟着陸に成功した米ソの月面探査体は

多くの近接写真を撮影し危ほかいくつかの科学観測も

おこない月面の状輝&化学組成についてかなり確か

な姉識を提供してくれた,つぎにこれら月面探査体

1はって得られた成果を紹介し検討してみることにし

よう.

ルナ嚢号⑳鰯測

凋繭へ⑳操蜜体の歓着陵は蜜ず鰯瞬笈肩霧簿ジ

違酬け蔓号の成瑚載りて闘籍じ潅甜外吹轡努の瀞

塵勘一轍は月颪鮫踏島篶の犬洋の衝緯近くで凋繭縫緯

度でいう濠兆緯榊歓衝経敏泌の飽点で務鴛愁曲

そ芯は滋炉ダ〃咳渓籔労い一夢榊の繭策端のくず松

だ商凄りのすぐ遼く湾あ鴛施(鶏菖閲)曲

ルナ蓼号は瀞隆しでむばらくす篭を太陽高度熊慾れ

ぞれ7㍗娯猟の些慈の溝陸勘庶⑳凄わ抄の警種類

⑳パノヲ嘩写真を電送しで巷松王ζれらの写糞は秘な

資鮮関なもの恐表繭のざらぎ蔭の状態秘ひにぷ㌶は

く影らおれで縞りそ⑳艦像カは瀞メ受が組喧蟻～壌滋

の地表刷｡蟻～腕鰍の大き窓のも酬混分はら加藩穣度

のも⑫湾あり花括そしてむのざらざ壕⑳幾繭の上紀

いくつ愁の慧潟じ大葡後の宥(砦塊)秘散荏しそれら

添疑惹黒い髭をひいている沈縁は襲忍と績印象的なも

⑳で滋り花(鶏§鰯籍蟻園)皇

慈て間題は芯のざらざ蔭⑳表繭秘婆うい餐縫質のも

⑳鷲踏算猪のぷ資終じて㌘蜜花か&い資芯あ廼あ蕃珀,

一屍む花をごるい洲銚夢孔質の露斌堵質溶砦の螢の�
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ままの表面のように毛見えるしまたこ蜜かい砂粒の

ような粒子がルｰズに多孔質状紀堆積したものの表面の

ようにもみえる.これはい護凄で誇免られて巷たい

ろいろな推定をかなりうらか慧しているよ蚤紀恩われ

る秘本質はどうなのであろうか曲凄ず考えられ蕃こ

とはこれか前悠のべたゼおとぎの城構勘そのものを

あらわしているのか碁資か&いうζ墨であ篇岳ζれに

ついてソビエトの著名な凋蘭学習Yxリフ漠キｰ

(鐵psky)ぱっぎのような否定的な意兇をのべている｡

す珪わち実験室でつくら松花軸をぎの城構潜を構成

する粒子は微細なチ壮もいう戎慧慧夢湊ンのオｰダ

ｰの粒子である.しかも実験室で測定紀周いられ花

模型は数平方センチメｰトルというわずかの面積の表

面にすぎない出しかるに案慈い熔望遠鏡観測の資免

で反射のしか花をか偏光などの測憲に供養れ花月衝の

面積は少なく&も数十平方キ禄メｰトルの繭積をも欄

ているしルナ9号の写真からみ花笠芯ろでは粒子の

大書きもミリメｰトルのオｰダｰである宙この淡簑な

模型を実物のスケｰノレのち粗いを心熔とめて潟がないで

安直紀比較したり同一視したりすることはで藷ないとい

うのである｡とにかくルナ嚢号のと吻施写真をみて

はっきりいえることは微細なフ勲フカのチリの層はみ

られないことやあるがお&ぎの蛾構造を漢り花く否定

してしまうこともできないよ引こ思われる.

さらにもう1つこのざらざらの多孔質状の表繭熔有

(礫ないし岩塊)がころがっているごとであるが写真

をみる限りではこれらの宥獄表繭にほとんどめりこん

でいない､このことは表面がある一定の堅さをもっ

ていることを派している由これらの石が火山起源のも

のであるのか鰻石のかけらなのかは写真だけがらで

はわからないがとにかくめりこんでいないという寮実

は表面が比較的堅くしかもこれらの看が比較的低速

度でとんできたものであることを示すものにち秘いない鵯･

アメリカの天文学者Gλ吻イバｰ(Kuipeτ)ほ先

に月面に衝突したレインジャｰ号のとった写真を解析し

たさい(1螂)月繭の表層の支持カは実験室での真空

中における珪酸塩の溶融固結実験の結果にもとづいて考

えると五～五独g/cがくらいだろうとのべている丑

彼は春ら随ζのような物質は1立方メｰトルないし

はそれ以上の密度の大書な岩看秘もは00～婁⑪◎鰯以

上の距離からとびこんで書たとき忙はその岩石はもぐ

ってしまうであろうとのべた.

そこでリフスキｰはルナ9号のとった写鄭ψつ

っている最も近く紀ある直径約郷鰯の岩石の存程状態

から月面表層の支持力を概算してみ花｡この岩有は

ほとんど表繭よ資沈んでいないが衝突カを見つも蕃だ

めに黛醐淀け沈んでいるとし地平面上猫靱の角度で

200㎜先から投出されて書て地面に衝突したとする岳

その時の平均衝突カ皿は蝋五〇婁W(Wは看の重さ)であ

る昔そこで月繭の低箆カの特殊な薬件下での璽養を

第3図を噌嚢で1ζ軟着隆し施潟繭擦養鯵⑳讃嬢地膚嚢琢す麟

考えると石の婁きは約｡.孤慧となりこのばあい

の貫は約五トンとなる曲石の大きさからするを

衡楽跨の平均圧力は凄～3地/c狐婁&なる潜る雪

を緒論した｡この結果はカイバｰのものあよく一

致する目リフ黒孝一は実さいは許容荷璽はこ

れより数倍～10倍は大きいだろうといっている｡

以上のべできたように月面が一定の堅さをもつ

欝違図ルナ含号の率体�
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欝餐鰯於ナ嚢脅のバノラ蝉簿輿⑳一郭⑩ぎ蔭き蔭の毅敵ζ膚鳶轍穣し

てを喝ぷ蚤す登簿す

ておりかなりの荷重にだ免簑るもの蔭しいζとはほぽ

明らかになっ花塘し花鳶㌧てゴ…ルドかをな免施よ

うなフ勿フ湾のチリの編かあ句て宇宙船がもぐりて

し襲うようなことはありえないことは明らかになった.

しかしこの攻夢ないるいろな事実愈瑚らか紀なって

もい曹んとしてはっ慈抄しなかりたのはこの月の表

面の写真添本来の月の堅い砦溺の表面すなわち多孔

質溶岩そのものの堅い表蘭をあらわしているものなのか

それとも細かい砂粒のよ雪な粒予が多孔質状虹察積

したものを示しているものなのかをいうこをである曲

この点についての解答はつぎは軟着陸した探査体の成

果に待たねばならなかった

サｰペイ却一弔号の観郷

ルナ9号に少しおくれて遂糞月後の醐6年§月壌削こ

はアメジカの月面探査体サｰベイ中一五号秘酋罵よ

くあらしの大洋のフラムスチｰ汽クレｰ努一の串の商

緯2,491酉経435321の地点に較着陵した来イいず

れも最初の軟藷隆地にあらしの大洋が免らぽ椛施のは

この地域が平原で障害物か少ないことや潔舷潔衿傷軌

遺の関係からほぽ簸直に降下し着陸で慈葛施め懇訟蕃硅'

サｰベイ箏舳亙号のテレビ勿メヲは謹寒亭張潅鎚毅燃夢多

鐙の写真を港信して書た咀それはル淡壌瀞徽鎚茅な

バノラ呼写真ではなか汐湖§遠最写真灘り遊擦察輿

ありでひ㌫蕊夢熔バ費蕊繋刈ζ&ん簿潟聾凋繭⑳蜜

漢ぎ蜜な穣子を鏑蕃こをの芯妻蕃愁⑳鷲お搬怒曲

淡一戎イヤｰ夏号のをり花簿鎮密祭懇畿沸気の顯慧芯

とばざ島ざら⑳葦濠預玉縫勇寄湾婁慧巷勤婁顯愁沙､鳶葦隷憾ジ淡淡

蟹号の写真些畿く似珊鴻瀦(潟漆ゆ蕩濠修⑳爽襟熔讃

陸したのだから警然鍛慧鎧鷲踏澄滅茎)金般的磁雛鳶

と綱かい砂れ慧質の地臓腿潜鰹篶施批功慧を懇滋叡

そのくわしい様子は一緒繊嚇ばて滋敬x勲かめ写

真をみていただ書たい苗

鶴餐鰯ルナ嚢瀞妙シ繋蝉響蔑彩一都⑱勲メ繋曇錐幾鳶糠も逝接し紀

翻分夏～慧醐菰劔大嚢奪嚢で翻ijで巷議

策霧図は着陵したサｰベイヤｰ1号の脚の1つの

バッ浮の部分を近接撮影し液ものであるか明らかにバ

ヅドが砂れ書蜘こめりこんでいるようす淋よくわかる苗

この写真の解像度はルナ嚢号の写真と同じく1～胸m

ていどの粒予まで屍分げられるものである鞄めりこん

想パ災将の深さは批臓くらいのものでそれほ亙深く

はない岳この深さから換算すると月面は3.O×105

d抑e/c賦切支持カをもつ堅さがあることになるとNA

SAの関係宥たちは計算している,この堅さはさき

熔のべ花勿イパｰやリプ黒寿一の計算ともそれほど矛

欝掌鰯勢榊ペイヤｰ夏号の本錐�
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薦するもので絃拙･剖繁1淀頓値では地球並湾はひ

じぷ簑紀弱い地盤愁当い夢慧繍蛾翻窒凋繭⑳養分⑯

互の箆カの&ごるでは地球炎鰯浜滋の砂地の強度隠憾

液相碧し人閥や機械沸除算滋顯駕怒箏分爽免る忍繍婁

で繋る硅

きち紀注意淡べ巷忽とは凋繭の螢締砂⑳粒子は鈍

較的よく絃予磐簑篶淋く鶯ついてい篭娑け淀象で踏鳶｡

もしフ動フ勲の劣リの層動鴻れば軟溝陵⑳約棚減

ケット⑳噴射1載りて棉警1就帥増い沸切籍械

類も1舵算をか蕊繊花である多篶純繭も鼠書れていよ

ウがそうい物た形跡はみあたらないのである､蜜た

パッドではねとばされた土粒子ほそのあとすぐまたく

っっいてし蜜ったよう紀みえる写真も勅る.ζの次う

陪粒子がくりつきやすいのは真空中という月面の特

殊な条件のためではないか&考えられている虫こ登し

てサｰベイヤｰ五制はってもゴｰルドらのフ漁フ

カのチリ説ほ否定されたことになる古

さてサｰベイヤｰ王号の写真にはルナ饗号の写真

にはみられなかった興味深いものがある｡たと免ば篤

夏｡図はサｰベイヤｰ王号本体の南東方の地平線にある

大書なクレｰタｰのふちの一部である幸ややもり上っ

花ような感じのそのふちの地域はたくさんの角れき混

Pの土か広がっているようす添よくわかる.角れきの

次慧なものは直経胸く映泌及漆曲ζ⑳談簑滋鏑れ

曹は他の壕鄭軸花く窓ん写棚てい繍婁慧棚嚢濠療

錬じ花純滅は蟻津らじい珀慧⑳鏑れ慧圭毅蛎くお落

驚杓秘火閉砕層物の集穣篤登衣葛識お騰荷⑳衡紫で破

粋嵩杓愁物質撚簾積し花愁の鷲籔功識添あ鐙宙

ζの鏑舵藩は大書害秘護移蜜葛蹄陶汰秘慈燃雪夷紀

第8図サ岬ペイヤｰ王努かうつし花遼簾響蔦婚㎞例

飽繭がら羨りくり麟を脳篶ている怒の⑳ほか串ば煙も

れ花もの漢蛾㌔勧渇勅顯で破砕巻れ淀物質秘勅る

簾慈整もりで堆積じ符満慧鎧は粥蔭かである｡火出

絶盗るものか隈宥悠波篭恋のかは写輿か轟澄けではは

鴛慧りじない嚇アメリ影⑳(滅狐警狐⑱)人滋湖嚢隈

繍載る破襟親を強く支持し科･るヰ私は火山確暦物

彩あって愁悪くは狐沌,怒うむ滋篶るそ似酌⑳珂能

挫も大誠泌誇免篶滴か｡参拷護でぽ篤夏蝦は繋

脅が窟圭火泌置合属小御轟付近か島頂土め秘けで写篶施

写真滑齢る秘玄斌砦の火山砦塊なな沌火山掬批勘婁ご

るごる杉芯いて慈な秘ら月面を恩わせる洗黛芯滋蕎竜

溶岩流出あ申小爆発をくり返すスけンボリ式噴火のよ

うな火山にはこのような景観のところは他にもあり

月にかつて火山活動があったとすれぱ当然似たような

景色はできても変いはずである(肩繭の火山活動の閥題

忙ついて熔の葛ほどくわしく識ずる)､

つぎぬ第旭図はサｰベイヤｰヱ号本体のすぐ南東5

メｰトルの距鮒鵬る砦塊の写真である｡大きさは

長いはうの直径淋§O倣ある､前の写真の角れきとは

ち秘ゆてむしる丸みをもりて潟り一度溶融したもの

愈咽護りたかのようはみ爽る由労渓が放胴したと恩わ

れる多孔質状のす曹間もたくさんあり火{弾(牛ふん

状火出弾)らしく恩われる.いりぽう南酉5メｰトル

の顕離には同じような形の岩擁(第ヱ3図)カミあるが

第12図とは少しちがってしわや割れ目のようなものが

みえる.これも火山弾のような気かするのだかNA

S及の人淀ちはちがった解釈を下している珪すなわち

これは鰻石の衝突によるシ嚢ツクでくだけた物質があ

つまって集含体となったものであると考免この攻う

第9図妙一ベイヤ川豆暑本体の脚のバッドが地剛こめりこんだ

とこる愛承す写真､�
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計で

これは月表爾の蝸鯛の厚さの層の密度を測るこ

瓢聰淡一蹴ぺ業一夏繋湯簿じ施儀挑蜜顯錘く奮蜜級栽満議塗燃鶴分

とかで替る畠このうち土壌メｰタｰは図のように直

径王2蛾⑱蘭鑑⑫串紀直径藪吉餐鋤の円錐状⑳先端をも

った棒淋綴雛慧蜜れ固体燃料潔ケットのカでδ脚下

方へ染蜜陶労蔓肋跡巷る1これを夏鰐本体から折り

たたみ武の腕⑳搬酌はで凋繭終潟るし棒をつ書きし

て堅慈のく跡沌調斌るの滞ある壇つ曹密すカは地球

上の条件で餐～弧感勅る咀

これのの籍繊は班測窟された緕果を要約すると一

つぎの次批鯖輪剣泌れ蕃ピふチ切㍑汐(Ch･･一

脇榊)ら鮒めている苗淡な勅ちルナ鳩号の着陸

地､寂では凋衡緑多孔質状隠弱く鹸すびつい施物質の

粒(駆出鰯鋤浅慧臓触至鱗)からなる粒状のルｰズ紀弱く

かためられ液物質の層(工概鮒)からなりている岳測定

地点でのユ鮒灘の厚慈は葛鰍より厚い曲この夏ayer

の上ぽパノラマ写真響でみられるような有こるかちら

ばつているのである害

鏑夏鰯窟畿災顯滋欝濠紡滋鳶瀦滋労燃独鰹紗簿翼,鏑槻嚢状の火泌艦

繊撒滋浅葱

剃獺吹一ベイ兆一五瀞球体幻繭窺餐搬の位翻こてる火山弾状の諸鑓

欝豆鰯督一ペイヤｰ!脅本体の繭爾5湖の位置にある岩塊.

(イン渓夢ソト籍&いめれている)�
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ルナ§号と夏3号のバノラ㌢写真はどちらもひじよう

によく似て潟りしかも着陸雄点も近い願離なので先

にのべわけ§号の写真の解釈も上のように解しておい

てよいであろう苛

督uベイヤ㎜藪号の鶴測と鰯蟹

ころは直儀凄0⑰賊深さ至5㎜の浅い免くぽ型クレｰタ

ｰの内壁斜繭でそのようすは第蝸図の写真のごとくで

ある抽やはり飼れ曹砦片のちらぱっているようすがよ

くみ克る硅

警号の構造は王号とほとんど変らないが新しくをり

鰍鰯沙ナ13号の立壌メｰ夢一

鶴至聰淡榊㌶締維榊祭驚讃麟鎚簾蟻鰻鶴鋳秘縛祭簿灘)

陶シ沙戎ル蜜麺る

第17図サ榊ペイ

し施とζ彩

ヤ榊餐脅幻自

鵬饅一

轟u測む1貝日78碁甲f匡蘭曽

董

燃竈婁晋》τ燃霞萎亨

翻鰯サｰペイ帝一婁簿球餓⑳繊遼

碁舗雪s

醐シヤ

㈱ジ箏ベル塾劉藷凄せて堀徽られ施溝

ペル終義蕎肩薗讃血の賦鰯�
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つけられた装置は屑繭の表土を擦集する自動シャベル

であった(第16図参照),このシャベルは畏さユ2.5c鰍

幅δc磁のわりあい小さなものでこれ紀60c肌から

1･5mまでのびち富みできる腕がついておりその腕は

横に11ガ動くこと赫できるよう紀なりている､釜努は

月面差駿の獲貫後紀このシャペルで月繭表土の試掘作

業をはじめた.篤工7図(騒)は腕の先のシャベルか月の

表繭にくいこみ引蜜よせられて讃土をか密集めている

当ζる第王欄(b)はシ押ベル1は吻で掘られ花溝を爺じ

ている.この試掘のようすをみる坐月面には幅馳㎜

深さ1δc肌の溝か掘られそれはちょうど混っ花畑の土

記くわを入れたような状態なのであ蕃由NASAの人た

ちは｢月面の土は地球上でいえば潮が引い花あ&の

海岸の混ったあらい砂によく似ているJをいっている由

このようにサラサラとくずれないで溝がよく翻れ湿

っ施砂のような磁むを与先るとい資乙当はいま蜜での

他の深養体の調査や観測の結果と同じ漢夢紀粒子どヅ

し秘くっついていることを爺している岳

漢花操敢した土は蟻号の脚のパッドの上にすくい

上げられて吻ラｰ写真が撮巖き牝た淋それをみると

黒阪魯⑳暗い亀をじていることもわかっ花(第五8図)害

ある｡ところで問題はこうした礫も含めた表土層が

塚うしでで藷たかとい登ことである苗これ紀ついては

現在のとこる確実なことは凄芯いえない秘いくつかの

可能性鰯齢る競醐はな養れている｡

だあ免ば鰻宥⑳衝突秘くり返された結果月面物質

秘広はん州&細花りて破砕されそれらの砂層物が広く

堆積してい蕃という考えがある｡これは陶汰が悪く

偽れ曹の多い讃土の地域を説明するには有利である白

しかい㌧ぽ警ではζれら表土の層は火山砕層物か

らな欄でいるとい雪袴克もめる岳月の海は溶砦流池す

ではなく火山砕屑流が広く流れたという説は以前か

ら一部の地質学曹のあい花で難心にとなえられているし

涛砦芹締火凶弾あ思われ篇砦擁か明らか紀みられること

からも糠像窓杓うる辛蜜施月の表土秘ご蜜かい粒子

状になりているのは亨グマが真空牢でふき出して急

遠にガスか発散したために表層部は溶岩が細粉状ぽな

りそれ淋ある厚さをもってあらわれているのだという

見方もあ乱これとほ反対虹もともとは多孔質状の.

堅い表面だっ淀ものポ月繭のきぴしい澄度変化などの自

然条件のもとでしだいに風化作用がすすみ紬粉状の

粒子の層が生れ花のだとい簑考え方もある苗

譲あめあ閥騒歳

以上のべてき施ように4つの探査体の一連の調査に

よって月面の表土の構造や性質がかなり明らかになっ

た,全体にまとめてひと口でいうならば月の表繭は

(少なくをも海の飽域は)ある厚慈をもりだ綱かい粒子

の集横し花層でお潟われている曲その粒子はお互いだ

うしが弱く紗すぴついていて多孔質状になっておりサ

,ラサラくずれるものではない缶さらぽこの表層の上に

は円い礫(砦掬)や角礫が散在しているが病れ蓄は

表土と混って密集しているところもあるという杓けで

野

このような綱かい粒子が宇宙塵の集積したものであ

るかどうかは間題の多いところである秘次剛ζものべ

るように月面物質の化学分析の結果からその可能性

はひむぷう紀少なくなっ花｡さらに綱かい粒予がそ

れ脅れルｰズ紀くっつきあっているのは真空串で低重

カをいう特残な条件下での粒子の存在のしかたである

(いわゆる潟&ぎの城構造)ということのほかにた克

ずふ資そそいでくる各種の放射線によって粒子どうし

秘一種の焼緕作周をうけて固められているのだという

意屍もある｡このような作用はすでは実験でもいろい

鞠

蜘鰯サｰペイヤペ勢紗鱒似㌦帥ふ1けくい

あげられ杷土

第工9図放射綴の照射婁こぶ撒て鰭禽し花小球(直径O,循㎜㎜の鉄の小球)

(α乳蹴嚢触灘1は鳶)�
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ろ&明らか恋されている(第五鰯参照)苛

こういったいくつか⑳意規のどれが正しいがはこれ

からの研究でし花いにわか鴛でくるでおるう由しかし

自然の産物はいろいろな条件や要因が複雑記麗なりあ

って生れたものが多いから屑繭⑳構造紀ついても一

面的なみが旭ではなく多面的な可能性を考免ていく必

要秘あるであろう.

次回には主としてサｰベイヤｰ§～?号のおζなった

月雨物質の化学分析の状況とその結果紀ついてのべるζ

とぽしたい思う.(拓く)

(付記)本稿が掲載凄れ澄慧る紀はアメリ愈⑳寧宙船ア嫌鮫

王1号の月繭着勘減功して月面物質の繰鋤桁なわ

れているかもしれない由月面物質の状態をζの園で

みるζとので慈慧黒愁もうすぐである.大いに期

待したい,

(繁剤重簾京都立武蔵高校教職)

(写真擬供)洲A竃及リS篤A夢郷
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溺舎湿漉

蟻雄翔鶴⑳生い立葛畿さぐる⑥一墾(符貫脅)

蟻一著鰯篇漢時階⑳潜勤(末尾に遺詞)

その後永井教授(蝸8)は翼新世中期暇の褒勤壷新層浜時

階とよんだ.そして串央構造線に跨慈奮野川橘淡3悼閥に

56.3cm短縮し中央線の北側でこれに接近した川之江市堀

越峠のケｰブルが切断された事実をのべこれら1はって完

新植(紳積世ま淀は現微)における年央構造線の活動を指摘し

これを菖蒲谷時階とみられた.

金子史朗先生(1966)と中央構造線の現世における可動を認

め中央線は右ずれ(τ曲t1at腕;)餓層であるとのぺている.

弼閏篤正先生(王968)も阿波地固付近の中央構造線の新潮断層

運動を論述してい叡岡田先生は学野先生後(玉鰍)の俄角

度断層(衝上)の存在を否定し肺央線憾商鏑度断層差し淀昔

中央線の北側地擁が東に向かって勤妻宥ず杓騎層の転位鐙は

漉顕帝衝地酒端で約3万隼の聞に氷畢に婁0⑪蝋凄彪はそれ以

上重直方簡にらOm池蘭の少し東の東州津箸繊扇状地で慰王ガ

年未満の問終水平に幽加重直に警榊魯搬岡じく滋答州で絃

水平に50皿垂直に7～9m足代付近で水軍に7⑪肌垂直に

ユ5狐動い淀と算出されている､

鍛欝は勢幾を踏養し仰･紬湖で着ず批麟綴の衛熱ζつい

て議論登す蕃芯とはで慈柳嚇宿ず杓断層鵬言繋淡篭樽凄根

拠勇坤希薄弱縫恩克でな蔭ない､施登吏漆液顕頭端部傳簿謹

糊㈱も謝り殿兜⑳万艦の添鑑禽爾⑳水平淡翻給湯湾側磁績

移電位麓(不鑑含磁お濠蝕鑑詮淡は杓概嶋)淡騨築線の北側

では繭側畿"⑪o鰍劇慧蔀勅議養諦翻凄れ概鴫由滋⑱漢蝕

崖の傾斜すな杓葛緯獅㍉傾斜の不整合爾秘氷醸繭を稼栽機魔

(帯輿構遺線の方陶の蹴爾綬柵㌔でみ修勅惑屍棚ま⑳鏑魔ご

棚凌侵蝕崖の勾配ぶりも偽度秘小窪い怒ろ多)嚇搬漆蜘護

飽翻ζ蒐られ墨不整合の位置は東紀陶か欄て雛.馳郷雛蟻

は王腕ばで眺繊⑪o賦ずれ雛椛昔閥織妙鵬粥

かも釣れな～婁蕗義δ晦に対して肴ず扱秘鋤臓愁滋慈批㌻

えるかどうか.泳舞先生が指摘慈れ料胴遊案㊧欝鰐州橋の

瞼3c㎜の短縮はこの地域か徳島村遊の地盤沈下地帯なので

いて落着が餐㈱とす枕ば平均して30隼剛㌶鰍の藩養繕磐

る｡凄花橋が30年閥で街上によりて56目3簑鶯}短縮し花をす狐

ば断層の傾斜鮎回以下の偽角ということ1こなる.平均値を

その護嚢現在の動きとしてみることは正しくない秘仮にs

Cnユの落差を共は宥ずれ概⑪晦孤勅れば嗣燭の境界など飽籍

にかな夢の変化秘あっでぷ簑明瞭な痕跡受止めていなげ叔ば

ならない.

菅野川橋以外では変化に気付かれてい批にとは返牢の遼

鰍抑絶しているか漢淀は省ず凄臓層赫箸しくないが肌'

ずれか怒る弘しかし剃ζ牢閥肺臓鍬下の街上による変

位ならば気付かれか妙叱違いない｡弗爽構造線は現在も輯

動している潜断層であるが右ずれ騎層であるかそうでない

かについては一層深く吟醸窓れるζとをのぞむ｡
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